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矢部 夏帆 さん ( 滝根町 )

平
成
28
年 

田
村
市
成
人
式

晴
れ
着
に
彩
ら
れ 

決
意
新
た
に

　
新
成
人
の
皆
さ
ん
に
夢
や
希
望
、

　
　
目
標
な
ど
を
つ
づ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

誓いの言葉を述べる秋元佑太さん ( 船引町、左 ) と遠藤つゆ美さん ( 都路町、右 )

　
田
村
市
成
人
式
が
１
月
10
日
、
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、新
成
人
の
男
性
２
３
０
人
、

女
性
２
１
３
人
、
計
４
４
３
人
の
門
出
を
祝

い
ま
し
た
。

　

当
日
は
寒
さ
が
和
ら
い
だ
陽
気
に
恵
ま

れ
、
あ
で
や
か
な
振
り
袖
や
和
服
、
ス
ー
ツ

に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

文
化
セ
ン
タ
ー
の
入
口
前
で
は
、
懐
か
し
い

仲
間
と
の
再
会
を
喜
び
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
写
真
を
撮
り
合
う
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
に
先
立
ち
、
鬼
五
郎
幡
五
郎
和
太
鼓
保

存
会
の
勇
壮
な
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
新
た
な

門
出
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
新
成
人
の
松
本
亜
優
さ
ん
（
都

路
町
）
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
合
わ
せ
て
国
歌
斉

唱
、
式
辞
、
続
い
て
冨
塚
市
長
か
ら
成
人
証

書
と
記
念
品
が
各
地
区
の
代
表
者
に
贈
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
新
成
人
を
代
表
し

て
秋
元
佑
太
さ
ん
（
船
引
町
）
と
遠
藤
つ
ゆ

美
さ
ん（
都
路
町
）が「
ふ
る
さ
と『
た
む
ら
』

の
地
で
育
っ
た
誇
り
、
そ
し
て
成
人
と
し
て

の
決
意
を
心
に
刻
み
、
私
た
ち
の
さ
ら
な
る

成
長
と
、
社
会
の
一
員
と
し
て
貢
献
す
る
こ

と
を
誓
う
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
、
新
成

人
と
し
て
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

出
席
で
き
な
か
っ
た
方
へ

成
人
式
に
出
席
で
き
な
か
っ
た

新
成
人
で
、
希
望
者
に「
成
人
証

書
」を
発
行
し
ま
す
。

　
　
　
●
問
い
合
わ
せ　

　
　
　

 　
教
育
部 

生
涯
学
習
課

　
　
　

  　
　
(　

-

１
２
１
５

船引地区代表
栁沼 虹帆さん
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各
地
区
代
表
者
へ

　
　  

成
人
証
書
を
授
与

ご両親・ご家族へ
「20年間育ててくれてありがと
う。素敵な人たちに囲まれて幸
せです」

菊地 美帆 さん ( 船引町 )
ご両親・ご家族へ
「これからもたくさん迷
惑をかけると思うけど、
よろしくお願いします」

石井 優香 さん ( 船引町 )
ご両親・ご家族へ
「今まで育ててくれてあり
がとう。これからもよろ
しくお願いします」

吉田 駿 さん ( 常葉町 )
ご両親・ご家族へ
「20年間ありがとう！
いい男になります！」

國分 駿太 さん ( 船引町 )
ご両親・ご家族へ
「かっこいい大人になります。
一緒に旅行に行きましょう」

古谷 光平 さん ( 都路町 )
ご両親・ご家族へ
「ここまで来られたのは
両親、周りの人の助けの
おかげです」

吉田 一生 さん ( 都路町 )
ご両親・ご家族へ
「今までありがとうござい
ます。無事に大きく育つ
ことができました」

大久保 早紀 さん(常葉町)
ご両親・ご家族へ
「20歳になれました。今
までありがとうございま
した！」

坪井 美那 さん ( 常葉町 )
ご両親・ご家族へ
「少しでも親孝行できるよ
うに頑張るね。これから
もよろしくお願いします」

冨塚 雅人 さん ( 大越町 )
ご両親・ご家族へ
「お酒を一緒に飲もう！」

佐藤 蓮治 さん ( 大越町 )
ご両親・ご家族へ
「20年間育ててくれてあ
りがとう！　今度、お酒
を飲もう！」

大越地区代表
根本 航さん

常葉地区代表
三瓶 侑寿さん

滝根地区代表
矢部 夏帆さん

都路地区代表
根内 雄隆さん


